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65 歳以上の者のいる世帯の世帯構造の年次推移
平成 30 年国民生活基礎調査の結果





地域共生社会推進検討会
中間とりまとめより



「８０５０問題・課題」とは?
～定義のいろいろ～









どのような問題・課題があるのか?
介護と子育てに同時に直面する
「ダブルケア」

介護と子育てと配偶者の支援
「トリプルケア」

介護離職（介護と仕事の両立）
生活困窮者
障害のある子の親が高齢化し介
護を要する世帯

「ごみ屋敷」
孤独死

閉じこもり
不登校
いじめ
自殺
精神疾患の⾧期入院者の在宅復帰
出所者の社会参加
民生委員・保護司・町会役員の減少
制度の狭間





なぜ家族はSOSを
出せなくなったのか。

 表面化しない社会的孤立。親子共倒れに
なる8050問題も深刻です。その背景に
は、助けを求められないまま、あるいは
求めたにもかかわらず、孤立せざるを得
ない家族の姿があります。世間から社会
から、自らを隠しながら心労を抱え疲弊
していく・・・

家族丸ごとの孤立の姿です。
 母親は、相談先で「育て方が悪い」「あ
なたが悪い」などと怒られ、相談するこ
とが怖くなり、息子とひっそりと生きて
きたという。





ひきこもりの状態にある方やそのご家族への
支援に向けて（厚生労働大臣メッセージ一部抜粋）

ひきこもりの状態にある方やそのご
家族は、悩みや苦しみを抱え込む前に、
生活困窮者支援の相談窓口やひきこも
り地域支援センター、また、ひきこも
り状態にある方が集う団体や家族会の
扉をぜひ叩いて下さい。国民の皆様に
おかれましては、あらゆる方々が孤立
することなく、役割をもちながら、と
もに暮らすことができる、真に力強い
「地域共生社会」の実現に向けて、ご
理解とご協力をお願いいたします。

令和元年６月 26 日
厚生労働大臣根本匠





ひきこもりに対
する支援の要点
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〝つながり続ける〟伴走支援

【断らない相談】

【参加支援】（社会とのつながりや参加の支援）

【地域住民同士のケア・支え合う関係性】



事例から学ばせていただきましょう!
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